











A Quantitative Investigation of the Validity of a Flowchart on 
the Distinction between Wa and Ga 








ャートを提案してきた（庵 2018, 2020b）。 



























 2 つの類義形式 A と B があり，その文脈ではいずれか一方を使う必要があるとき，両者
の分布は次のようになる。 
表 1 類義表現の使い分けの分布 
Case A B 
１ ○ × 
２ × ○ 
３ ○ ○ 
 このとき，Case1 の方が Case2 よりも制限が厳しければ，Case1 を有標と考えることがで
きる1。ここで，太枠の部分に注目すると，Case2 でも Case3 でも B を使って間違いと判断
されることはない。したがって，ＡとＢの使い分けの規則は次のようになる2。 
 （2）a．Case1の文脈では Aのみが使われる 
    b．それ以外の場合は Bが使える 
 このように捉えることで，「は」と「が」をはじめ，多くの類義表現の記述を簡素化でき
る（庵 2016, 2018）。また，（2）は「産出のための文法」の理念でもある「「（規則のカバー





                                           No         が（普通の場合） 
                   「～が，～けど」の主語 
Yes                          Yes    は（特別な場合） 
従属節だけの主語                          No     は（普通の場合）…① 
            No      ※の条件を全て満
み
たす 
                                         Yes        が（特別な場合） 
  ※の条件：・主語は「私」「あなた」ではない 
      ・述語は動詞（テンスを持つ）で，否定形ではない 
      ・主語はその話に初めて出てきた 
 ①の場合に「が」を使うと，「強調」の意味になる 
図 1 「は」と「が」の使い分け 
 このフローチャートの意図するところは次のようにまとめられる。 
 （3）a. 従属節の主語は基本的に「が」で，「が，けど」節の場合のみ「は」になる 
    b. 主節と単文の主語は基本的に「は」で，特別な場合のみ「が」になる 










1 無標と有標および日本語教育文法へのその応用については庵（2017, 2018）を参照されたい。 
2 （2a）では「Aのみ」であるのが（2b）で「Bが使える」になっていることに注意されたい。 
3 「主語」をめぐっては三上章の一連の議論（三上 1953, 1960 ほか）が重要だが，これについては，庵












    主題＆主語 
（6）この本は 田中さんが書いた。 





















元データとなる。次に，文節 Aと文節 Bの，共通に属する節 Cの中での位置を CSJ-RDBを
用いて特定し，A と B の文節で測った距離を求める。最後に，文節 B の最後の短単位の節



















表 2 主語と非主語6（「は」の場合） 
 
主語 









というのは 455 場合（に）は 138 
その他 23 ためには 30 








は 1419 実は 87 
というのは 184 実際（に）は 37 
では 828 本当は 30 
には 541 今は 58 
とは 141 最近は 31 
からは 45 昔は 14 
までは 45 当時は 17 
よりは 21 最初は 22 
としては 207 まずは 16 
については 96 次は 14 
に関しては 61 その他の副詞・接続詞 635 
に対しては 33 合計 4979 
にとっては 16  
 一方，「が」の場合は表 3 のようになる。 













表 4「は」と「が」の係り先の境界  
は が 
絶対境界 1020↑ 458↓ 
強境界 405 296 
弱境界 439↓ 789↑ 
合計 1864 1543 
χ2(2)= 302.846，p<.001，Cramer’s V=0.298（↑：有意に多い，↓：有意に少ない） 
 ここで，絶対境界は文末，強境界，弱境界はそれぞれ南（1974, 1993）の C類，B類にほ
ぼ対応する。そのことから表 4の結果は，文の場合に主語は「は」で，従属節の場合は「が」
 









図 2 「は」と「が」の係り受けにおける文節距離の平均値 











表 5 絶対境界における係り元の主語の人称 
 は が 
1 人称 120 3 
3 人称 782 384 
合計 902 387 
 表 5 から「1 人称＋が」で始まり，文として終止することは極めて少ないことがわかる。
これは，「1人称＋が」で始まる文では「が」は必ず総記（久野 1973）の解釈になるという




表 6 絶対境界における係り先の品詞 
  は が 
動詞 510↓ 268↑ 
形容詞 62↓ 42↑ 
名詞＋だ 328↑ 77↓ 
合計 900 387 
χ2(2)= 35.90，p<.001，Cramer’s V=0. 167（↑：有意に多い，↓：有意に少ない） 
 表 6 から，「は」が名詞文で，「が」が動詞文で使われやすいと言えるが，これは，「は」
 












法研究における定説（Ex. Kuroda1972，益岡 1987，仁田 1991）を定量的に裏付ける結果とな
っている。なお，「が」の形容詞の比率が高いのは「Xは Yが Z」文における Yの扱いによ
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